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7月23日

中体連全道大会出場

　中体連日高大会で優秀な成績を修め、全道大会への出場

を決めた新冠中学校の生徒が役場を訪れ、小竹町長に健闘

を誓いました。

　全道大会出場を決めたのは、団体では男子バレー部、個

人では陸上女子100メートルハードルで葛西ひかりさん、

柔道女子個人で中倉由季さんです。

7月26日

フレッツ光個別相談会開催

　ＮＴＴ東日本は、今年10月に新冠町での「フレッツ光」の

サービス提供を目指しており、役場ロビーにおいて「フレッ

ツ光」事前申込み受付と個別相談会を開催しました。

　今回、フレッツ光エリアの該当になっている地域は、本

町、中央町、北星町、東町、西泊津の一部です。

　次回8月22日10時～　同会場で個別相談会を開催します。

比宇川で生体調比宇川で生体調査査

　7月7日、比宇川流域環境保全会

（鎌田一博代表）は、比宇川にいる

生き物を子どもたちに知ってもら

おうと、地域の子どもや親子約50

人が参加し、比宇川の生態調査を

行いました。

　参加した子どもたちは、腰まで

水につかり、魚す くいに夢中に

なっていました。

ピーマンピザ大好評ピーマンピザ大好評 ！！
　7月14日・15日、にいかっぷふ

るさとまつりで、新冠温泉ホテル

ヒルズよりピーマンピザが販売さ

れ、大好評のうちに完売となりま

した。

　このピーマンピザは現在試作品

のため、通常では販売されていま

せんが、今後改良をかさねていき、

新冠温泉で販売される予定です。

「あおぞら」で夏まつ「あおぞら」で夏まつりり

　7月28日、昨年節婦保育所跡地

に開設した、新冠町子ども発達支

援センター 「あおぞら」で、夏まつ

りが開催されました。

　この夏まつりは、施設を利用す

る子どもたちや保護者、節婦老人

クラブやふれあいタウンに住む高

齢者が親睦を図る目的で、今年初

めて開催されたものです。

まちの話題あれこれ

7月30日

800メートルの坂路馬場新設

　日高軽種馬共同育成公社では、より強い馬づくりに向け、

全長800メートル、幅6メートル、高低差25メートルの

坂路馬場を、約4500万円かけ新設しました。

　この坂路馬場は、1周1200メートルの本馬場とつながっ

ており、坂路コースから直接本場に入れることから、効率

的な調教が可能となりました。
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第16回にいかっぷふる第16回にいかっぷふるささとまつりとまつり
　
７
月
　
日
・　
日
、
第
　
回
に
い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
　
　
市
川
　
潔
）

14

15

16

　
　
日
の
宵
宮
祭
は
、
一
等
賞
金
　
万
円
を
目
指
し
俵
か
つ
ぎ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
氷
川
若
衆
会
に
よ
る
周
慶
み
こ
し
の

14

10

本
練
り
で
は
、
沿
道
を
埋
め
た
観
客
が
熱
気
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
祭
の
　
日
は
、
子
ど
も
み
こ
し
や
新
冠
判
官
太
鼓
が
市
街
地
に
く
り
出
し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
新
冠
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

15

ド
部
の
演
奏
や
町
民
カ
ラ
オ
ケ
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
年
に
一
度
の
祭
り
を
楽
し
む
人
で
、
街
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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合
算
対
象
期
間

（
カ
ラ
期
間
）
に

　
　
　
 　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　
歳
か
ら
　
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
　
年

２０

６０

４０

の
間
に
、
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め

た
方
に
は
、
　

歳
か
ら
年
間
　
万
６
５
０
０

６５

７８

円
の
老
齢
基
礎
年
金

（
平
成
　
年
度
）
が
支

２４

給
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
よ
く
「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
の
に
加
入
期
間
が
数
年
足
り
な
か
っ
た
」

と
言
っ
た
深
刻
な
話
し
を
耳
に
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
大
切
な
の
が

「
合
算
対
象
期
間
」

を
活
か
す
こ
と
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
　２５

年
以
上
の
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
か
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ

の
　
年
に
は
合
算
対
象
期
間
も
含
ま
れ
る
こ

２５
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

角
合
算
対
象
期
間
と
は
角

　
合
算
対
象
期
間
は
、
前
述
の
　
年
の
資
格

２５

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
な
い

「
実
」
の
な
い
期
間
の
た
め
、

通
称

「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
合
算
対
象
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
要
件

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
主
な
要
件
は
、

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
期
間
で
、
次
の
要
件

２０

６０

に
該
当
し
た
場
合
で
す
。

①
昭
和
　
年
４
月
か
ら
昭
和
　
年
３
月
の
期

３６

６１

間
の
う
ち
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
配

偶
者
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
な

か
っ
た
期
間
。

②
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
の
う
ち
、
学

生
で
あ
っ
て
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
 。

③
昭
和
　
年
４
月
以
降
日
本
人
で
あ
っ
て
、

３６

海
外
に
居
住
し
て
い
た
期
間
。

　
た
だ
し
、
昭
和
　
年
４
月
以
降
に
つ
い
て

６１

は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期

間
に
限
る
。

④
昭
和
　
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金

・
船
員

６１

保
険
の
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間
。

　
た
だ
し
、
昭
和
　
年
４
月
か
ら
　
歳
に
達

６１

６５

す
る
日
の
前
月
ま
で
に
保
険
料
納
付

・
免
除

期
間
が
あ
る
人
に
限
る
。

角
合
算
対
象
期
間
の
認
定
に
は

　
　
　
　
 本
人
の
申
出
が
必
要
角

　
合
算
対
象
期
間
は
、
年
金
の
未
加
入
期
間

と
な
っ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の

申
出
に
基
づ
い
て
合
算
対
象
期
間
の
有
無
を

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
納
入
期
間
・免
除
期
間
だ
け
で

は
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
　
年
に
満
た

２５

な
い
方
で
、
合
算
対
象
期
間
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
前
述
の
要
件
以
外
で
も
認
め
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
又
は
年
金
事
務

所
に
申
し
出
て
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

角
加
入
期
間
が
足
り
な
い
方
は

　
 任
意
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
角

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
は
、
満
　
歳
６０

ま
で
で
す
が
、　

歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に

６０

任
意
加
入
し
て
年
金
受
給
権
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
年
金
受
給
権
が
な
い
方
は
　
歳
に
な
る
ま

７０

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
手
続
き
は

役
場
又
は
年
金
事
務
所
で
行
え
ま
す
。

角
ゴ
ミ
収
集
の
休
み
に
つ
い
て
角

　
次
の
日
は

『
ゴ
ミ
』
の
収
集
を
休
み
ま
す

の
で
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に

『
ゴ
ミ
』

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
冠
町
市
街
地
及
び
一
部
地
域

　
　
８
月
　
日
俄
　
８
月
　
日
峨

１３

１４

※
８
月
　
日
は
、
日
高
中
部
環
境
セ
ン
タ
ー

１３

「
う
ま
っ
く
り
ん
」
も
、
ゴ
ミ
の
受
け
入
れ
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
ゴ
ミ
は
必
ず
分
別
し
て
、
決
め
ら
れ
た
曜

日
、
時
間
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ゴ
ミ
捨
て
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
他
の
自
治
会
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ゴ

ミ
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

角
お
墓
参
り
の
皆
さ
ん
へ
角

★
お
供
え
物
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
お
供
え
物
を
持
ち
帰
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に

す
る
と
、
カ
ラ
ス
や
キ
ツ
ネ
な
ど
の
被
害
に

よ
り
、
お
墓
な
ど
が
汚
さ
れ
た
り
、
他
の
お

墓
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

★
お
墓
周
辺
の
草
刈
り
を
し
ま
し
ょ
う

　
蚊
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、
ア
リ
が
墓
石
内

に
入
り
込
む
の
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
刈
り
終
わ
っ
た
草
は
、
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

角
新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
角

　
町
で
管
理
し
て
い
る
新
冠
共
同
墓
地
に
つ

い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以
内

に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住
所

を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許
可

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
共
同
墓
地

（
字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
9
区
画
6
㎡
　
使
用
料
２
万
円

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
④

○に 
　
ほ
ろ
し
り
乗
馬
ク
ラ
ブ

　
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
は
、平
成
2
年
に
建

設
さ
れ
、太
平
洋
を
一
望
で
き
る
高
台
に
あ
り
、

体
験
乗
馬
や
林
間
コ
ー
ス
、海
岸
コ
ー
ス
と
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
乗
馬
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、町
民
だ
け
で
は
な

く
、休
日
に
は
町
外
の
方
々
も
た
く
さ
ん
乗
馬

を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
日
高
山
脈
の
主
峰
「
幌
尻
岳
」
の
名
を
冠
し

て
い
る
。

　
日
曜
日

　
　
　
　
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
子
連
れ

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。
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中
症
と
は
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
整
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
内
に
熱
が

た
ま
り
、
め
ま
い
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
大
量
の

発
汗
、
倦
怠
感
、
吐
き
気
、
さ
ら
に
重
症
に
な

る
と
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
状
態

を
い
い
ま
す
。

　
外
で
活
動
し
て
い
る
時
だ
け
で
は
な
く
、
家

の
中
で
特
に
何
も
し
て
い
な
く
て
も
熱
中
症

と
な
り
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
死
亡
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
日
、
風
が

弱
く
日
差
し
が
強
い
日
に
多
く
発
生
し
、
７
月

～
８
月
が
ピ
ー
ク
で
す
。

　
高
齢
者
や
幼
児
、
持
病
の
あ
る
人
、
肥
満
の

人
、
普
段
か
ら
運
動
し
て
い
な
い
人
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
の
予
防
方
法
と
し
て

「水
分
補
給
」

「暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
「暑
さ
に
備
え
た
体

力
作
り
」
が
大
切
で
す
！

①
水
分
補
給

・
こ
ま
め
に
水
や
麦
茶
な
ど
を
飲
む
。

一
日
に
１
～
１
・
５
渥
飲
む
こ
と
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
が
お
勧
め
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
尿
の
量
が
増
え
て

体
内
の
水
分
が
ま
す
ま
す
失
わ
れ
る
為
、
要
注

意
で
す
。

②
暑
さ
を
避
け
る

・
吸
湿
、
通
気
性
の
よ
い
涼
し
い
服
装
に
す
る
。

・
日
傘
や
帽
子
、
カ
ー
テ
ン
や
日
陰
で
直
射
日

　
光
を
避
け
る
。

・
室
温
は
　
～
　
度
に
保
つ
。

２５

２８

③
暑
さ
に
備
え
た
体
力
作
り

・
一
日
3
食
し
っ
か
り
食
べ
る
。

・
し
っ
か
り
眠
る
。

・
日
頃
か
ら
運
動
習
慣
を
も
つ
。

　
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
場
合

に
は

「
涼
し
い
場
所

へ
避
難
さ
せ
る
」
「
衣
服

を
脱
が
せ
て
か
ら
だ
を
冷
や
す
」
「
水
分

・
塩

分
を
補
給
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
万
が
一
、
意

識
が
な
い
場
合

や
自
分
で
水
分

を
飲
め
な
い
場

合
に
は
、
救
急

車
を
要
請
し
ま

し
ょ
う
。

熱

●
問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
３
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在
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
は
　
歳
以
上

６５

の
女
性
で
約
　
％
、
男
女
合
わ
せ
1
3

５０

8
0
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性

は
更
年
期
を
迎
え
る
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少

に
よ
り
、
骨
密
度
が
急
激
に
低
下
し
、
骨
粗

し
ょ
う
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
っ
て
も
実
際
に
は
ほ
と

ん
ど
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
骨
密
度

が
　
％
前
後
に
な
る
と
骨
折
の
危
険
度
は
非
常

50
に
高
ま
り
ま
す
。
背
骨
が
圧
迫
骨
折
で
つ
ぶ
れ
、

背
中
が
丸
く
な
っ
た
り
、
少
し
転
ん
だ
だ
け
で

も
寝
た
き
り
に
な
り
や
す
い
、
大
腿
骨
頚
部
骨

折

（
だ
い
た
い
こ
つ
け
い
ぶ
こ
っ
せ
つ
）
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
大
原
則
は

「
食
事
」

「
運
動
」
「
日
光
浴
」
で
す
。

　
食
事
で
は
骨
を
強
く
す
る
栄
養
素
で
あ
る
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
D
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
た

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
で
目
標
と
さ
れ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
の
摂
取
量
は
、
一
日
8
0
0
葵
以
上
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
D
は
魚
類
に
多
く
含
ま
れ
、
日
光

に
当
た
る
と
皮
膚
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ビ
タ
ミ
ン
D
 が
不
足
す
る
と
骨
の
形

成
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
筋
力
が
衰
え
て
転
倒

し
や
す
く
な
っ
た
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
っ
て

も
7
割
近
く
が
排
泄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
約
半
分
は
紫
外
線
を
浴
び
て

体
内
で
合
成
さ
れ
、
木
陰
で
　
分
、
日
差
し
の

30

下
で
あ
れ
ば
　
分
程
度
、
日
光
に
当
た
る
だ
け

15

で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
や
買
い
物
な
ど
で
外
に
出
る
機
会
が
少

な
い
方
は
、
意
識
的
に
家
の
中
に
日
光
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
骨
は
運
動
負
荷
を
か
け
る
こ
と
で
丈
夫
に
な

り
ま
す
。
室
内
で
立
ち
上
が
っ
た
り
、
し
ゃ
が

ん
だ
り
す
る
だ
け
で
も
骨
や
筋
肉
は
強
く
な
り

ま
す
。
骨
量
は
年
齢
に
関
係
な
く
増
量
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
毎
日
や
る
な
ど
、
運
動
を

毎
日
の
習
慣
に
取
り
入
れ
た
人
は
骨
量
が
ぐ
ん

と
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
骨
を
強
く
保
つ
の
に
手
遅
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
強
い
骨
を
作
る
に
は
普
段
の
生
活
の
中
に
カ

ル
シ
ウ
ム
の
多
い

食
事
、
無
理
の
な

い
運
動
、
日
光
浴

を
取
り
入
れ
、
骨

折
を
防
ぐ
努
力
を

す
る
こ
と
が
肝
心

で
す
。

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

少
衣
多
浴

　
～
日
光
は
ほ
ど
よ
く
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

～

現

介護ワンポイント アドバイ介護ワンポイント　アドバイスス　○○121277 

　●保健福祉課保健福祉グルー●保健福祉課保健福祉グループプ

  　　緯緯0146・47・2113（直通0146・47・2113（直通））

介護のことは、お気軽にご相談ください。介護のことは、お気軽にご相談ください。　

保健福祉グループ保健福祉グループ　高橋 昌嗣高橋 昌嗣

《居
間
で
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！
》

　
家
庭
内
に
お
け
る
事
故
の
中
で
も
、
発
生
頻

度
が
最
も
高
い
場
所
が

「
居
間
」
で
す
。

　
今
回
は
、
居
間
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
 部
屋
の
整
理
整
頓
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
床
の
上
に
置
い
た
も
の
に
つ
ま
ず
い
た
り
、

電
気
コ
ー
ド
に
足
を
引
っ
掛
け
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ま
め
に
片
づ
け
、
特
に
普
段
歩
く
場
所
に

は
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
 家
具
な
ど
の
色
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
目
の
衰
え
を
補
う
た
め
に
、
床
や
壁
の
色
と

は
違
う
色
の
家
具
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
つ
ま
ず
き
や
ぶ
つ
か
り
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

③
 床
面
の
素
材
や
状
態
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

　
靴
下
の
素
材
に
よ
っ

て
は
、
滑

り
や
す

く

な
っ
た
り
、
じ
ゅ
う
た

ん
や

マ
ッ
ト
自
体
が

滑
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
一
度
、
見
直
し
て
み

る
の
も
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

家
庭
内
に
ひ
そ
む
危
険
！

　
　
　
　
　
　
　
第
2
回
目
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ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　　緯0146・42・8373

88888888888月月月月月月月月月月月
22日 （水）20日 （月）
29日 （水）27日 （月）

99999999999月月月月月月月月月月月
5日 （水）3日 （月）
12日 （水）10日 （月）

要
予
約

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
●特別養護老人ホーム「恵寿荘」に

役立ててと
☆高橋　満郎　　　　　　（大根19㎏）
☆ボランティアグループちょぼら   （カット布5袋）
☆長谷川　照男　  （ブロッコリー1.7㎏）
☆ほろしりの里　　　   （カット布6束）
☆高月　カヅエ （大根29㎏、なすび11㎏）
☆北所　直人　  （ポータブルトイレ1台）
☆北崎　佳子　　 （ネットメロン12.9㎏）
☆外島　貢　 （ボックスティッシュ20箱）
☆新田　ヒデ　　　　   （キューリ5㎏）
☆豊澤　康雄
 　（スイカ10玉、メロン32玉、ピーマン・南蛮1箱）
☆松本　喜久雄　　（ズッキーニ17.9㎏）
 新冠町社会福祉協議会へ

▼福祉事業に役立ててと
☆栃木　キヌエ　　　　　 （古布1箱）
☆渡辺　恵美子　　　　　 （古布8箱）
☆匿　名　　　　　　   （布タオル1袋）

▼香典返しに代えて
☆村田　重夫　　　　　（30,000円）
☆田村　保　　　　　　（50,000円）
☆仲原　二三子　　　　（10,000円）
☆樋渡　修　　　　　　（50,000円）

恵寿荘からのお願い
　ご家庭で不要になった古布があり
ましたら、恵寿荘に寄贈くださいま
すようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせ等は、
恵寿荘までご連絡ください。

　　　恵寿荘　緯0146・47・2355

8月1日～8月31日は

『北方領土返還要求運動強調月間』です！
～北方領土は日本固有の領土 ！
　   署名活動にご協力ください！～

※役場1階ロビーにおいて、北方領土返還
署名コーナーを設置しています。署名活動
へのご協力をお願いします。

であれば、「苦情審査委員」に申立

てができます。

産もちろん、個人情報の保護にも

十分配慮します。

　①苦情申立の窓口は、道庁の

「道政相談センター」か各総合振

　興局 （振興局）の「道政相談室」。

　②苦情申立書の付いた、リーフ

　レットを用意しています。

　③ホームページからでも申立書

　をダウンロードできます。

　　道トップページの 「道民便利

　サイト・相談窓口」→ 「01：主

　な相談機関・窓口等一覧」→　

「道政相談センター」からご覧く

　ださい。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp.ss/

　　　　　　　　dsc/kujyou.htm

　④申立て方法は、郵送、ファッ

　クス、メールで行えます。

●お問い合わせ先

　北海道総合政策部知事室道政相

　談センター

　〒060-8588

　札幌市中央区北3条西6丁目

　　　　  電話　011・204・5022

　　　　　FAX   011・241・8181

　メールアドレス

　   kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

フレッツ光戸別訪問
活動のお知らせ
　新冠町フレッツ光誘致期成会で

は、より多くの加入者を募るため、

本事業について広く周知を図るこ

とから、ＮＴＴ東日本に市街地地

区世帯の戸別訪問を依頼すること

になりました。

　つきましては、光ブロードバン

ドサービス 「フレッツ光」の説明

のため市街地一円を次に表記して

おりますＮＴＴ東日本の販売委託

会社の社員が周知に伺いますので、

何なりとご相談ください。

▼ＮＴＴ東日本販売委託会社

　株式会社イオス

　株式会社スマイルエージェント

▼注意

　光ブロードバンドサービスに関

する、関連商品やサービスを売り

つける悪徳商法にご注意ください。

●お問い合わせ先

　新冠町フレッツ光誘致期成会

　総務企画課まちづくりグループ

緯0146・47・2498

レ・コードパークの芝
に動物を入れないで ！
　役場横にあるレ・コードパーク

の芝上に、最近動物の排泄物が多

く見うけられ大変迷惑してます。

　レ・コードパークの芝上は、動

物を入れてはいけないこととなっ

ていますので、ペットを散歩され

る方はルールを守ってください。

　また、レ・コードパーク内で

ペットが排泄した際は、必ず後始

末するようにしてください。
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「ひだか馬の絵コンテス
ト」の作品募集について
　日高振興局では、「ひだか馬の

絵コンテスト」の作品を募集して

います。

▼応募の資格

　日高振興局管内の小学生

▼応募形式

　用紙：画用紙で、大きさはＡ4

（21×30㎝）以上4つ切り（38×54

　㎝）まで

　画材：クレヨン、パステル、水

　彩など自由

▼応募期間

　平成24年10月31日我まで

▼優秀作品の表彰

　大賞　1点　優秀賞　5点

　入賞　6点

▼入賞作品の発表

　11月上旬に学校等を通じ入賞

者に連絡いたします。入賞作品は、

「ひだか馬の絵カレンダー」へ掲

載させていただくとともに、振興

局ホールなどでの展示、振興局刊

行物への掲載などのほか、馬文化

の普及を目的とした各種の活動に

利用させていただきます。

▼応募作品の取扱い

　応募作品は原則として返却しま

せんが、返却を希望する場合は、

応募時にその旨を応募用紙に記載

してください。

　また、入賞作品の著作権は主催

者に帰属することとなります。

●応募・お問い合わせ先

　〒057-8558

　浦河町栄丘東通56

　北海道日高振興局地域政策部地域政策課

　担当：本郷

緯0146・22・9077

2012新冠町民ゴルフ
大会参加者募集
　町民ゴルファーの交流と親睦を

図ることを目的として次のとおり

開催いたします。

　シングル・ビギナーを問わず多

数のご参加をお待ちしています。

▼日時　9月9日蚊8時15分～

▼場所　平取カントリークラブ

　　　　　　緯01457・2・2834

▼参加資格

　町内在住者、町内企業勤務者

▼定員　先着60名

▼申込期限　8月30日牙

▼主催　新冠町体育協会

●お申し込み・お問い合わせ先

　町民ゴルフ大会事務局 （新冠消防内）

　緯0146・47・2666

自衛官募集 ！
　次のとおり自衛官を募集します。

▼募集種目

産看護学生

　高卒 （見込含）24歳未満の者

産防衛大学校生

　高卒 （見込含）21歳未満の者

産防衛医科大学校生

　高卒 （見込含）21歳未満の者

▼受付期間

産看護学生・防衛大学校生 （前期

日程）・防衛医科大学校生

　平成24年10月1日

産防衛大学校生 （後期日程）

　平成25年2月1日

●お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部  静内地域事務所 

緯0146・44・2855

新冠川上流ダムの放流
時のお知らせについて
　ほくでんでは、上流のダムから

新冠川に放水するとき、川の中や

川の近くにいる人に、スピーカー

でお知らせします。ダム放流のお

知らせを聞いたときは安全な場所

にお移りください。

　また、新冠川の発電所では、発

電の変更により、水を増減させる

ことがありますので、川の中や近

くにいる方はご注意ください。

●お問い合わせ先

　ほくでん静内水力センター

緯0146・42・0429

北海道苦情審査委員
制度のお知らせ
知ってますか？道の「苦情審査委員制度」

産道が行った業務や制度の内容を

審査する制度が、「北海道苦情審

査委員制度」です。

産皆さんに代わって、「苦情審査

委員」が中立的な立場で、道の機

関に対し、必要な調査等を行いま

す。

産審査の結果までは、およそ2か

月です。

産皆さん自身の利害に係わる苦情
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樋門・樋管の操作に関する

お知らせ ！

　東日本大震災において、水門等のゲート操作に向

かい多くの消防団員の方々などが犠牲となりました。

　このことを受け、北海道では樋門等の操作要領を

改定しました。

　

　今後、津波警報が発表された場合には、津波が樋

門等から逆流するおそれはありますが、操作人の安

全の確保を最優先として、原則、樋門等のゲート操

作は行わないこととしましたので、ご理解とご協力

をお願いいた

します。

●問い合わせ先

　胆振総合振興局　室蘭建設管理部

　　　　　　　　用地管理室管理課　事業室治水課

　　　　　　　　　　　　　　　緯0143・24・9871

　新冠町役場　建設水道課　建設・管理グループ

　　　　　　　　　　　　　　緯0146・47・2518

特定健診受診者に

ゴミ袋を配布 ！

　今年度、特定健診を受けた方には、新しい新冠町

指定ゴミ袋 （大10枚入り）を進呈しています。

≪対象者≫

　・国民健康保険加入者

　・後期高齢者医療制度加入者

　　※国民健康保険加入者で、職場などで健診を受

　　診された方は、健診結果を保健福祉課までお持

　　ち頂ければ、ゴミ袋を進呈します。

≪集団検診のご案内≫

　平成24年10月19日画

　　　　　　　　　～21日蚊

　平成25年   2月   3日蚊

　　　　　　　　　～   4日俄

○下記の医療機関では通年受診

できます。(予約が必要です) 

興新冠町立国民健康保険診療所 

　　　　　　緯0146・47・2411

興医療法人静仁会　静仁会静内病院健診センター 

　　　　　　　　　　　　　　緯0146・42・1888

興北海道勤労者医療協会　厚賀診療所 

　　　　　　　　　　　　　　緯01456・5・2711

興ＪＡ北海道厚生連　札幌厚生病院健診センター 

　　　　　　　　　　　　　　緯011・261・5331

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ緯0146・47・2113

～役場からのお知らせ～
niikappu  town  office  information
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　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯0146・45・7777

今月の一冊

ぎん言

出版：小学館

ぎんさんの娘4姉妹著

～ぎんさんが娘4姉妹に遺した名言～

　

　超高齢双子姉妹 “きんさんぎ

んさん”の妹・ぎんさんの4人

の娘は、人生の節目、節目で母

の言葉を思い出し、生きるうえ

での糧としてきました。

　ぎんさんが遺した名言の

数々を紹介します。

「新着ガイド」
中学生はこれを読め ！2　　　　　　　  北海道書店商業組合

悲しむのは、悪いことじゃない　　　　　　　　  香山　リカ

決定版北海道道の駅ガイド2012-13　　　　　 丸谷　一三郎

この国で起きている本当のこと　　　　　　　　 辛坊　治郎

話が伝わらなくて困ったときに読む本　　　　　　 河合　薫

老後のイライラを捨てる技術　　　　　　　　　　 保坂　隆

生活保護3兆円の衝撃　　　　　　　　　　　　 NHK取材班

3・11後を生きるきみたちへ　　　　　　   たくき　よしみつ

スマホではじめるfacebook　　　　　　　　　　高橋　慈子

DIYでできるナチュラルリフォーム

うまいぞ ！シカ肉　　　　　　　　　　　　　　 松井　賢一

当たる「手書きチラシ」のルール　　　　　　　  今野　良香

東京ディズニーランド＆シーファミリー裏技ガイド 2012～13年版　　　　   TDL＆TDS裏技調査隊

夕張の郷　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小縄　龍一

啄木 「ローマ字日記」を読む　　　　　　　　　  石川　啄木

アイヌ・母 （ハポ）のうた　　　　　　　　　　  伊賀　ふで

●図書プラザイベントカレンダー

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 8月分 》
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
10：45～11：00　　　   新冠こたにがわ学園 
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
12：45～13：10　　　　 新冠中学校
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
11：00～11：20　　　　 おうるの郷
10：45～11：00　　　　 太陽郵便局
15：05～15：25　　　　 新冠小学校 
15：30～15：50 　　　にこにこクラブ （児童館）
16：00～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ
16：35～16：50　　　 　あいあい荘

 　23日

28日
29日
30日

　31日

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　おはなし会

 8月25日臥
　　13：30～

 あかちゃん絵本の

　　　　読み聞かせ

 8月28日峨
　　10：30～

大活字本をご存じですか？
　大活字本とは、一般の書籍より文字が大きく、読み

やすいように行間も考慮されている図書のことです。

　特に、一般的な書籍の文字が小さくて読みにくい、

という方にはおすすめです。

　古典文学や現代小説、歴史やミステリーと様々ご

用意しておりますので、どうぞご利用ください。

＜大活字本のご紹介＞

　・泥流地帯　

　・愛する源氏物語

　・硝子のハンマー

　・八日目の蝉

　・斜陽

　・瀬戸内寂聴随筆選

ブックカートをご用意しました
　

　図書プラザでは、

より多くの図書を利

用しやすくするため、

入口側にブックカー

トを一台ご用意しま

した。

　多くの本をお借り

になるときや手がふ

さがっているときは

ぜひお気軽にご利用

ください。



小竹町長の動静&まちのできごと

7月　  　●は町長出席

キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、ツリークライミング・チーム 「羆の杜 （ひのもり）」を紹介します今月号は、ツリークライミング・チーム 「羆の杜 （ひのもり）」を紹介します。。

【プロフィール】

　ツリークライミング・チーム「羆の杜（ひのも

り）」は、北海道における様々な野外活動のなかで、

ツリークライミングに新たな可能性を見いだすこ

と、自然に親しむこと、また、北海道の豊かな自然

の中で、子ども達が森や樹木に触れ自然と親しむ

ことを目的として活動しています。

　ツリークライミングは、ロープを使って行う木

登りで、愛知県に本部を置く「ツリークライミング

ジャパン」により全国に普及しつつあるアウトド

アスポーツです。

　「羆の杜」は、平成21年4月1日に発足し、ツ

リークライミングの普及、子ども達の体力向上、ス

ポーツ振興に貢献されたことが評価され、平成23

年に新冠町教育奨励賞、平成24年には日高管内教

育実践表彰を受賞しています。

　現在会員は5名おり、通年で活動しています。

　主な活動として、子ども達にツリークライミン

グの楽しさを伝えるために「ツリークライミング

体験会」を開催しています。

　年に1度森林公園で体験会を開催し、町内の子

ども達を中心に楽しんでもらっており、その他に

も、札幌市の小学校から依頼で、授業の一環として

ツリークライミングを体験するお手伝い等も行っ

ています。

　また、ツリークライミングの他にも、植樹や森林

保全活動等を行っています。

【募集内容】

　ツリークライミングは、子ども達にとても人気

があり、楽しく体験会等を行っています。

　「羆の杜」は子ども達のために、ボランティア活

動を続けており、ツリークライミングを広めよう

と努めています。

　指導をする際には資格を要しますが、まずはツ

リークライミングを体験し、ツリークライミング

の楽しさ、魅力を感じてみませんか？

　子どもから大人まで幅広い年齢層で楽しめるス

ポーツです。

　会員は随時募集しておりますので、詳しくは「羆

の杜」事務局（新冠町民センター内0146・47・

2922）にお問い合わせください。
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　人　口　5,760人 （前月比　±　0人）

　　男　　2,788人 （前月比　＋　2人）

　　女　　2,972人 （前月比　－　2人）

　世　帯　2,654世帯 （前月比　－　2世帯）

　外国人登録者　52人

人の

うごき
（平成24年7月末現在）

●1日、認定こども園ド・レ・

ミ運動会、第14回ふれあい家族

交流会●3日、日高地域づくり

連携会議 （浦河町）○4日、津

波避難計画説明会●8日、バッ

トの森づくり植樹祭●11日、庁

内会議●14日、氷川神社祭 （～

15日）●17日、農林水産省競

馬監督課との意見交換会 （新ひ

だか町）●18日、日高地域政策

懇談会●19日、市町村長交流セ

ミナー （札幌市）

●20日、トド・アザラシ等海獣

被害対策推進に関する懇談会

（札幌市）●22日、静内駐屯地

創設48周年・第7高射特科連隊

31周年記念行事・祝賀会、鳩山

由紀夫国政報告会 （新ひだか町）

○26日、反核平和の火リレー新

冠集会●30日、育成公社坂路馬

場落成式、育成公社取締役会、

日高中部消防組合臨時会 （新ひ

だか町）●31日、国保連合会第

2回通常総会 （札幌市）


